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場所をデザインする
工学

生き物の応答を調べる
生態学

応用生態工学？

応用生態工学とは？



自然の成り立ちを調べ、
自然から学ぶ
自然科学

生態学・地形学
水文学・気象学
地球物理化学

etc

物を作り、
自然をいじり・付き合う

土木工学

人と自然の付き合い方を考える
応用生態工学

こうあってほしい！



Form based Restoration
川の形をデザインする

Process Based Restoration
河川生態系の維持形成のプロセス

を模倣する



What shape physical characters of streams?
水と土砂と倒木の流れ動態が形作る河川地形

自然のプロセス？



氾濫原：かつてはどこにでもあったが失われ、忘れられた生態系

(Sedell et al., 1990)オレゴン、Willamette川の変遷



Hauer et al., 2016



アメリカ モンタナ州
Swan River 原生の氾濫原河川



氾濫原生態系の維持形成メカニズムの解明；

川の動きの重要性！？

河道進化モデル 湿性遷移動く川 (Whited et al., 2007)



2007

2015

2022

新規・拡大中の分流

2007

2015

2022

閉鎖・縮小中の分流

← 2004年から2022年に川幅が２０％以上増加した分流
２０％以上減少した分流
安定した分流



拡大中分流 縮小中分流

湧水流 間欠分流



拡大分流

湧水流

深い早い流れ
低い開空度

浅い緩い流れ
高い開空度
礫河原

低水温
年を通じた安定した流れ 高温

無流

分流
消失

分流形成

分流の経年変化・栄枯盛衰

本流の蛇行
河床せん断力
ログジャム

縮小分流

間欠分流

ダイナミックな河川の変化の中で様々な段階の分流が同時に共存することが
氾濫原河川に多様な生息地を創出
様々な生物の共存を可能にしている

まとめ

（宇野、準備中）



北海道大学雨龍研究林 ブトカマベツ川



2019年から毎年調査中
～河川地形の変化・各年の流量に対する生態系の応答～



• 水と土砂と倒木の流れ動態

• ダイナミックな川の動き

• 様々な氾濫原環境

• 多様な生物の共存

環境流量・フラッシュ放流？

流域全体の自然再生
自
然
の
プ
ロ
セ
ス

総合的土砂管理？

Stage ０Restoration?

循環的氾濫原再生？ 永山滋也さん（岐阜大）
Restoration Ecology 2023

よ
り
根
本
的
な
対
策

Process Based Restoration？



自然のプロセス
研究・理解

プロセスに基づいた
自然再生・復元

自然再生・復元の評価


